
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ＹＡＭＡＰ」×「埼玉県警」 
 令和５年２月２日、埼玉県警察 

は、登山アプリ「ＹＡＭＡＰ」を 

運営する株式会社ヤマップとの協 

定を結びました。 

 これにより、「ＹＡＭＡＰ」に 

提出された登山届が県警に共有さ 

れ、万が一の時も遭難者の登山ル 

ートや装備などの情報を速やかに 

把握できるようになるため、迅速 

な救助活動の展開が可能となります。 

 「ＹＡＭＡＰ」には、登山中に自分の位置情報を家族等に通知する「み

まもり機能」という便利なシステムもありますので、ぜひ、活用してみ

てください。 

 登山計画の作成提出は、安全登山の第一歩です。 

 ゆとりある登山計画を立て、楽しい登山にしましょう！ 

 

※本紙及び山岳遭難発生情報は、埼玉県警察ホームページ 【 暮らしの安全 → 山岳情報 】 に掲載しています。 

 

【協定締結式の状況】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○山岳遭難情報はコチラ！ 

○登山届はコチラ！ 

 

令和４年中の山岳遭難多発エリア 

 
発生山域 件数 

１ 棒ノ嶺（９６９ｍ） ９件 

 
 
２ 
 

両神山（１７２３ｍ） 
 
 

６件 
日和田山（３０５ｍ） 

３ 熊倉山（１４２６ｍ） ４件 

 
 
４ 

霧藻ヶ峰（１５２３ｍ） 
 
 
３件 

武甲山（１３０４ｍ） 

 

 右の図は、昨年の山岳遭難の発 

生が特に多かった山域です。 
 「棒ノ嶺」と「両神山」は、例 

年、山岳遭難が多い山域ですが、 

標高が３０５ｍの「日和田山」で 
も山岳遭難は多く発生しており、 

山岳遭難に標高は関係ないこと 

が分かります。 
 低い山であっても、山岳遭難の 

リスクは誰にでもありますので、 

「自分は大丈夫。」と思わず、 

 ・ゆとりある登山計画の作成提出 

 ・早めの入山下山 

を心掛け、安全に登山を楽しみま 
しょう。 


